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論    文    の    要    旨 



































審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 本学位論文では、非常に低温・低圧環境である宇宙空間では、中性分子の化学反応よりもむしろ
ラジカルを起源とする反応が進行しやすいことを考慮し、温度別グリシン生成機構、および、そ
の原子の起源を第一原理計算より明らかにしている。また、アミノ酸の光吸収特性と実験で観測
されるライマンアルファ輝線天体の特徴的発光ピークの類似性に着目し、第一原理計算に基づく
円偏光二色性スペクトルの解析、および、ライマンアルファ輝線天体の輻射を考慮した分解効率
の算出から、宇宙由来のアミノ酸の L 型過剰の一因を明らかにした画期的な研究である。本博士
論文では、物理学的理論に基づき、物質・生命科学と宇宙科学を横断した学際融合領域の研究を
開拓するなど、その学術的価値は極めて高い。特に宇宙生命物理学分野は現在急速に発展してき
ており、本学位論文の成果はそのパイオニアとなりうる結果が含まれていることから、今後ます
ます重要になるものと期待できる。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２９年６月１９日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。  
